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山十組の生糸ラベル
（当館所蔵）

大正５年（1916）、信州の山十組による沼津への製糸工場建設が計画され、翌年３月に開設された。同時期に進
出した山一林組の製糸工場とともに沼津町上土字七反田に建設され、これを契機にこの敷地は高島町と命名され
た。
近代的大規模工場の進出が、沼津の人口増加、経済発展の契機となったわけだが、この工場の誘致に尽力した
のが、後に大正15年の沼津大火後の復興部長、太平洋戦争中に市長を務めた名取栄一であった。名取は大正５年
に沼津繭市場を開設した。沼津繭市場は全国で最も早い時期に繭の初取引が行われ、全国の繭価格の相場を決定
していたといわれている。
山十組は大正14年（1925）10月、有限会社から株式会社に改組。片倉製糸に次ぐ国内第２位の製糸会社で、第
一次世界大戦中の軽工業の飛躍的発展の一翼を担ったが、昭和５年（1930）に倒産し、その跡地は昭栄製糸会社
沼津工場となった。



本
年
は
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
の
終
戦
か
ら
七
〇
周
年

の
節
目
と
な
る
。
当
館
で
は
こ
れ
ま
で
に
、
平
成
七
年
（
一
九

九
五
）
の
五
〇
周
年
に
際
し
て
「
昭
和
の
戦
争
と
沼
津
」、
平
成

一
七
年
（
二
〇
〇
五
）
の
六
〇
周
年
に
際
し
て
「
１
９
３
１
‐

１
９
４
５
　
沼
津
と
戦
争
」
を
開
催
し
て
き
た
。
ま
た
、
常
設

展
「
沼
津
の
歴
史
」
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
も
他
の
時
代
・
テ
ー

マ
よ
り
も
大
き
め
の
ス
ペ
ー
ス
で
昭
和
の
戦
争
に
つ
い
て
展
示

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
年
も
戦
後
七
〇
周
年
特
別
展

と
し
て
「
市
民
が
見
た
昭
和
の
戦
争
」
を
開
催
す
る
。
本
稿
で

は
企
画
展
に
寄
せ
て
と
い
う
こ
と
で
、
と
り
わ
け
関
心
の
高
い

「
沼
津
と
空
襲
」
に
つ
い
て
概
説
す
る
。

昭
和
一
九
年
（
一
九
四
四
）
七
月
、
サ
イ
パ
ン
島
が
陥
落
し
、

ア
メ
リ
カ
軍
の
日
本
本
土
へ
の
空
襲
が
本
格
化
す
る
。
当
初
は
、

本
土
の
軍
事
施
設
を
主
目
標
と
し
た
高
高
度
精
密
爆
撃
で
あ
っ

た
が
、
昭
和
二
〇
年
一
月
、
ル
メ
イ
が
第
二
一
爆
撃
機
集
団
司

令
官
と
し
て
グ
ア
ム
に
着
任
す
る
と
、
攻
撃
の
目
標
を
日
本
の

各
都
市
と
す
る
市
街
地
焼
夷
空
襲
へ
と
方
針
を
転
換
し
た
。
攻

撃
目
標
と
し
て
お
お
む
ね
人
口
規
模
の
順
に
一
八
〇
都
市
を
選

び
出
し
、
こ
の
う
ち
九
三
番
目
に
沼
津
が
入
っ
て
い
た
。
昭
和

二
〇
年
三
月
一
〇
日
の
東
京
大
空
襲
を
始
め
と
し
て
、
川
崎
、

横
浜
、
名
古
屋
、
大
阪
、
尼
崎
、
神
戸
と
い
っ
た
大
都
市
を
ま

ず
焦
土
と
化
し
、
そ
の
後
中
小
都
市
へ
攻
撃
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
昭
和
一
九
年
四
月
一
日
の
合
併
（
静
浦
村
・
片
浜
村
・
大

岡
村
・
金
岡
村
と
合
併
）
に
よ
っ
て
、
沼
津
市
の
当
時
の
人
口

は
一
〇
万
人
弱
と
な
っ
て
お
り
、
静
岡
県
内
で
は
、
静
岡
市
、

浜
松
市
、
清
水
市
に
次
ぐ
第
四
の
都
市
と
な
っ
て
い
た
。

戦
時
中
を
通
じ
て
の
空
襲
の
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
、

沼
津
市
域
へ
の
空
襲
の
全
体
像
は
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、
昭
和

一
九
年
に
愛
鷹
村
東
椎
路
に
焼
夷
弾
空
襲
、
同
年
旧
金
岡
村
の

東
熊
堂
に
爆
撃
と
焼
夷
弾
空
襲
が
あ
り
、
昭
和
二
〇
年
に
は
七

月
一
七
日
の
「
沼
津
大
空
襲
」
と
あ
わ
せ
て
九
回
の
空
襲
が
あ
っ

た
。
こ
の
う
ち
、「
沼
津
大
空
襲
」
以
前
の
六
回
爆
撃
に
つ
い
て

は
、
爆
弾
が
落
下
し
た
場
所
等
か
ら
推
測
す
る
と
、
明
確
な
戦

略
目
標
に
基
づ
い
た
精
密
爆
撃
で
は
な
く
、
本
土
へ
の
空
襲
を

行
っ
た
爆
撃
機
が
帰
途
に
余
っ
た
爆
弾
を
捨
て
て
い
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

昭
和
二
〇
年
七
月
一
六
日
か
ら
一
七
日
に
か
け
て
、
ア
メ
リ

カ
軍
は
沼
津
・
平
塚
・
大
分
・
桑
名
の
四
都
市
の
市
街
地
域
を

目
標
と
し
て
空
襲
を
行
っ
た
。
沼
津
は
一
七
日
の
一
時
一
三
分

か
ら
二
時
五
二
分
ま
で
の
約
一
時
間
四
〇
分
間
、
テ
ニ
ア
ン
基

地
か
ら
飛
び
立
ち
、
御
前
崎
方
面
か
ら
沼
津
上
空
に
高
度
約

一
〇
，
〇
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
（
約
三
，
〇
〇
〇
m
）
で
侵
入
し
た

第
五
八
航
空
団
所
属
の
B
29
爆
撃
機
一
一
九
機
に
よ
っ
て
、
市

街
地
を
焼
き
払
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
焼
夷
弾
に
よ
る
空
襲
を

受
け
た
。

こ
の
作
戦
で
は
、
狩
野
川
の
屈
曲
点
の
北
西
を
中
心
と
し
た

半
径
一
，
二
〇
〇
m
の
円
を
半
数
必
中
界
と
し
て
第
一
目
標
と

さ
れ
（
左
図
参
照
）、
M
47
焼
夷
爆
弾
五
，
七
一
四
発
、
M
17
集

束
焼
夷
弾
三
，
三
二
三
発
（
M
50
が
三
六
五
，
五
三
〇
個
）、

E
46
集
束
焼
夷
爆
弾
四
〇
発
（
M
69
が
一
，
五
二
〇
個
）、
合
計

三
七
二
，
七
六
四
個
（
一
，
〇
三
五
・
八
ト
ン
）
の
焼
夷
弾
・

焼
夷
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
。
沼
津
の
市
街
地
は
火
の
海
と
な
り
、

朝
六
時
頃
よ
う
や
く
鎮
火
し
た
が
、
文
字
通
り
の
焼
け
野
原
と

な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
軍
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
こ
の
空
襲
に
よ
っ

て
、
目
標
面
積
三
・
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
三
・
二
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
目
標
の
八
九
・
五
％
を
破
壊
し
た
と
な
っ

て
い
る
。

当
時
の
沼
津
市
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
一
一
，
八
〇
二
戸
が
全

半
焼
し
（
住
家
九
，
三
四
一
戸
、
非
住
家
二
，
四
六
一
戸
）、
七

七
九
人
の
死
傷
者
が
出
た
（
死
者
二
七
四
人
、
重
傷
者
一
五
四

人
、
軽
傷
者
三
五
一
人
）。
焼
夷
弾
は
、
沼
津
の
市
街
地
だ
け
で

は
な
く
、
東
海
道
沿
い
の
片
浜
、
大
岡
地
区
の
一
部
や
、
金
岡
、

静
浦
の
一
部
、
当
時
は
沼
津
市
で
は
な
か
っ
た
愛
鷹
村
東
椎
路

な
ど
、
広
範
囲
に
投
下
さ
れ
火
災
を
起
こ
し
た
。

沼
津
が
空
襲
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
海
軍
技
研
や
沼
津
海
軍

工
廠
を
始
め
と
し
た
軍
需
工
場
の
存
在
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
る
が
、
米
軍
の
作
戦
任
務
報
告
書
を
見
る
限
り
、
軍
関
係
施

設
の
存
在
は
把
握
し
て
い
た
が
、
積
極
的
な
攻
撃
理
由
、
目
標

と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
実
際
の
攻
撃
時
に
も
軍
関
係
施

設
を
主
目
標
と
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
軍

関
係
施
設
が
焼
け
ず
、
戦
後
に
な
っ
て
学
校
な
ど
に
転
用
さ
れ

た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
や
は
り
、
沼
津
が
都
市
で
あ
っ

た
こ
と
が
空
襲
を
受
け
た
理
由
と
い
え
よ
う
。

空襲後の沼津市街地
（大野寛良氏寄託）

商工会議所（現在のスルガ銀行大手町支店辺り）の屋上から
南を望む。

企
画
展
に
寄
せ
て

沼
津
と
空
襲



沼津海軍工廠

海軍技研

三井精機

沼津御用邸

中島飛行機

海軍工作学校

沼津駅

芝浦工作機械

大岡乗降場

富士製作所

高角砲陣地

沼津兵器（駿河製作所）

香貫山

東海
道線

御殿
場線

黄
瀬
川

昭和20年７月17日沼津大空襲の焼失範囲と半数必中界
朱色部分が焼失したとされる範囲。図中の赤色の円は攻撃中心点を大手町交差点と想定した時の半数必
中界（半径1,200mの円）を示す。

「沼津市近郊図」（昭和19年３月15日発行・高田区有文書・当館寄託）を基に作図



平成27年7月1日㈬～ 8月30日㈰
●ギャラリートーク
７月19日㈰　13:30 ～
７月30日㈭　11:00 ～
８月11日㈫　11:00 ～
８月21日㈮　13:30 ～
８月23日㈰　11:00 ～
３階展示室にて
（観覧料がかかります）

●戦争体験を聞く会
７月30日㈭
８月11日㈫
８月23日㈰
いずれも13:30より
３階展示室にて
（観覧料がかかります）

★戦時中のくらしを体験しよう★

★平和を考える戦争史跡めぐり★

★高校生のための一日学芸員体験講座★

戦時中の話を体験者から聞き、その後「すいとん」を作って食べ
ます。近隣の戦争史跡の見学もします。
日　時：８月５日㈬　10:00～ 15:00
対　象：市内の小学４・５・６年生
定　員：30名（先着順）
参加費：一人24円（保険料）

日　時：８月９日㈰・８月12日㈬　9:00～ 16:00
対　象：市内の小学生・中学生とその保護者
定　員：いずれも23名
参加費：一人24円（保険料）

「学芸員」についての講義と館内施設や展示の見学、資料を使っ
た実技などを行います。
日　時：８月６日㈭　10:00～ 15:00
対　象：市内に在住もしくは通学する高校生
定　員：10名
参加費：無料

マイクロバスで市内にある戦争史跡を見学します。

はじめて古文書に触れたいと思っている方に、江戸時代の村明細帳などを
テキストにして、くずし字などの読解力を身につけていただける講座です。
古文書を通して江戸時代の沼津の歴史や暦・元号などに触れてみませんか？

日　時 ９月５日、12日、19日、26日、10月３日　
 　　　　毎週土曜日（全５回）　９時30分 から 11時30分
場　所 明治史料館　２階講座室
受講料 無　料
講　師 大庭　晃（明治史料館非常勤職員）
持ち物 筆記用具、辞書（くずし字辞典など持っている人）
受　付 電話、または館へ直接お申込み下さい。
定　員 30名（定員になり次第締め切ります）

沼津市明治史料館通信

平成27年7月25日
編集・発行　沼津市明治史料館
〒410-0051 沼津市西熊堂372-1

℡055‐923‐3335
℻055‐925‐3018

印　刷
みどり美術印刷株式会社

第122号

終戦70周年特別展
「市民が見た昭和の戦争」

史料館の夏イベント　申込み受付中！

７月31日㈮までに　お電話（055－923－3335）
または直接来館のうえお申込みください

平成27年度古文書入門講座開講のお知らせ


